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税
理
士

山
本
佐
代
子

経税部経税部
だよりだより

２
０
２
０
年
・
年
末
調
整
の
改
正
点

　

２
０
２
０
年
の
年
末
調
整

に
お
い
て
は
改
正
点
が
数
多

く
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、

２
０
２
１
年
３
月
の
確
定
申

① 

控
除
額
を
一
律
10
万
円
引

き
下
げ
る
。

② 

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額

を
年
８
５
０
万
円
の
給
与

① 

同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶

養
親
族
の
合
計
所
得
金
額

要
件
を
48
万
円
以
下
に
引

　

上
記
２
、
３
の
改
正
に
伴

い
「
給
与
所
得
者
の
基
礎
控

除
申
告
書
兼
給
与
所
得
者
の

配
偶
者
控
除
等
申
告
書
兼
所

得
金
額
調
整
控
除
申
告
書
」

が
設
け
ら
れ
た
。
年
末
調
整

で
基
礎
控
除
又
は
子
ど
も
・

特
別
障
害
者
等
を
有
す
る
者

万
円
以
下
に
引
き
上
げ

る
。

③ 

配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象

と
な
る
配
偶
者
の
合
計
所

得
金
額
要
件
を
48
万
円
超

１
３
３
万
円
以
下
と
し
、

① 

寡
夫
控
除
の
廃
止

② 

「
特
別
の
寡
婦
」
に
該
当

す
る
場
合
の
寡
婦
控
除
の

廃
止

　

よ
っ
て
、
寡
婦
控
除
は
女

性
の
み
、
死
別
か
離
別
、
離

　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す

る
た
め
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い

応
と
し
て
、
従
来
の
寡
婦

（
夫
）
控
除
は
死
別
か
離
別

に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
未

婚
の
場
合
で
も
扶
養
す
る
子

が
い
れ
ば
適
用
で
き
る
よ

う
、
同
時
に
男
女
を
問
わ
ず

す
べ
て
の
未
婚
の
ひ
と
り
親

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
寡
婦

控
除
か
ら
独
立
し
た
控
除
と

し
て
創
設
さ
れ
た
。

　

ひ
と
り
親
で
あ
る
場
合
に

は
、
ひ
と
り
親
控
除
と
し
て

35
万
円
を
控
除
す
る
。（
未

婚
又
は
配
偶
者
の
生
死
が
明

ら
か
で
な
い
一
定
の
人
の
う

ち
、
次
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
る
）

・ 

そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す

る
子
※
を
有
す
る
こ
と

※ 

他
の
人
の
同
一
生
計
配
偶

者
又
は
扶
養
親
族
と
さ
れ

て
い
る
人
以
外
で
そ
の
年

分
の
一
定
の
所
得
金
額
が

48
万
円
以
下
の
子
を
い

う
。

・ 

合
計
所
得
金
額
が
５
０
０

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

・ 

戸
籍
上
は
ひ
と
り
親
で
あ

っ
て
も
実
態
は
事
実
婚
関

係
の
場
合
も
あ
る
の
で
、

「
ひ
と
り
親
控
除
」
を
適

用
す
る
際
に
は
、
確
認
の

た
め
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ

る
。

（ 

イ
）
住
民
票
に
世
帯
主
と

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
者
と
同
一
の
世

帯
に
未
届
の
妻
又
は
未
届

の
夫
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同

一
の
内
容
で
あ
る
旨
の
記

載
が
さ
れ
た
者
が
い
な
い

こ
と
。

（ 

ロ
）
そ
の
者
が
世
帯
主
で

な
い
場
合
に
は
、
世
帯
主

と
の
続
柄
と
し
て
、
未
届

の
妻
又
は
未
届
の
夫
そ
の

他
こ
れ
ら
と
同
一
の
内
容

で
あ
る
旨
の
記
載
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
。【
表

４
】

で
生
ま
れ
た
子
を
持
つ
ひ
と

り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
対

・ 

青
色
申
告
特
別
控
除
で
帳

簿
書
類
等
を
備
え
付
け

て
、
青
色
決
算
書
に
貸
借

対
照
表
の
添
付
が
あ
る
場

合
に
は
現
行
65
万
円
控
除

だ
っ
た
が
、
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
分
か
ら

55
万
円
に
引
き
下
げ
る
。

た
だ
し
、
国
税
関
係
帳
簿

書
類
の
保
存
方
法
等
の
特

例
に
関
す
る
法
律
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
電
磁
的

記
録
の
備
付
け
及
び
保
存

を
行
う
か
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

を
使
用
し
て
確
定
申
告
を

行
う
場
合
に
は
控
除
額
は

65
万
円
と
す
る
。

収
入
と
し
、
控
除
額
も
１

９
５
万
円
に
引
き
下
げ

る
。【
表
１
】

き
上
げ
る
。

② 

源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
の

合
計
所
得
金
額
要
件
を
95

等
の
所
得
金
額
調
整
控
除
の

適
用
を
受
け
る
人
は
、
令
和

２
年
（
２
０
２
０
年
）
最
後

に
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る

日
の
前
日
ま
で
に
、
給
与
の

支
払
い
者
に
提
出
す
る
。

※
す
べ
て
の
人
が
対
象
。

控
除
額
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
配
偶
者
の
合
計
所
得

金
額
の
区
分
を
そ
れ
ぞ
れ

10
万
円
引
き
上
げ
る
。

【
表
３
】

別
の
場
合
は
扶
養
親
族
要
件

有
り
か
つ
本
人
の
合
計
所
得

金
額
が
５
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
場
合
に
27
万
円
控
除
す

る
。

・ 

公
的
年
金
等
控
除
額
も
一

律
10
万
円
引
き
下
げ
る
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
控
除

後
の
給
与
等
の
金
額
及
び

公
的
年
金
等
控
除
後
の
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

の
金
額
を
有
す
る
人
は
、

給
与
所
得
控
除
後
の
給
与

等
の
金
額
及
び
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
の
金
額

の
合
計
額
が
10
万
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
給
与
所

得
の
金
額
か
ら
そ
の
超
え

る
金
額
と
10
万
円
の
い
ず

れ
か
少
な
い
金
額
を
控
除

す
る
。

 

（
お
わ
り
）

① 

基
礎
控
除
に
つ
い
て
一
律

10
万
円
引
き
上
げ
る
。

② 

合
計
所
得
金
額
（
給
与
所

得
控
除
額
を
控
除
後
の
金

額
）
が
２
４
０
０
万
円
を

超
え
る
人
に
つ
い
て
は
そ

の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ

て
控
除
額
が
逓
減
し
、
合

計
所
得
金
額
が
２
５
０
０

万
円
を
超
え
る
人
に
つ
い

て
は
基
礎
控
除
の
適
用
は

な
い
。【
表
２
】

　

そ
の
年
の
給
与
の
収
入
金

額
が
８
５
０
万
円
を
超
え
る

人
で
、
特
別
障
害
者
（
注
）

に
該
当
す
る
人
又
は
23
歳
未

満
の
扶
養
親
族
を
有
す
る
人

若
し
く
は
特
別
障
害
者
で
あ

る
同
一
生
計
配
偶
者
若
し
く

は
扶
養
親
族
を
有
す
る
人
の

場
合
は
、
次
の
算
式
に
よ
り

計
算
し
た
金
額
を
給
与
収
入

か
ら
控
除
す
る
。

〈
計
算
例
〉

（
１
０
０
０
万
円
※
―
８
５

０
万
円
）
×
10
％
＋
１
９
５

万
円
＝
２
１
０
万
円

※
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合
は
１
０
０
０
万
円

（
注
）
特
別
障
害
者
と
は
、

障
害
者
の
う
ち
特
に
次
の
重

度
障
害
が
あ
る
人
。

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
に
身
体

上
の
障
害
の
程
度
が
一
級

又
は
二
級
と
記
載
さ
れ
て

い
る

・ 

精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手

帳
に
障
害
等
級
が
一
級
と

記
載
さ
れ
て
い
る

・ 
重
度
の
知
的
障
害
者
と
判

定
さ
れ
て
い
る

・ 
い
つ
も
病
床
に
い
て
、
複

雑
な
介
護
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
寝
た
き
り

状
態
）
な
ど

告
に
お
い
て
も
改
正
点
が
あ

る
た
め
注
意
が
必
要
だ
。
こ

こ
で
は
主
に
年
末
調
整
の
改

正
点
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

給与の収入金額（Ａ）
給与所得控除額

改正後 改正前

162万5,000円以下 55万円 65万円

162万5,000円超 180万円以下 （Ａ）×40％－10万円 （Ａ）×40％

180万円超 360万円以下 （Ａ）×30％＋８万円 （Ａ）×30％＋18万円

360万円超 660万円以下 （Ａ）×20％＋44万円 （Ａ）×20％＋54万円

660万円超 850万円以下 （Ａ）×10％＋110万円
（Ａ）×10％＋120万円

850万円超 1,000万円以下
195万円

1,000万円超 220万円

表１

扶養親族等の区分
合計所得金額要件

改正後 改正前

同一生計配偶者 48万円以下 38万円以下

扶養親族 48万円以下 38万円以下

源泉控除対象配偶
者 95万円以下 85万円以下

配偶者特別控除の
対象となる配偶者
（注１）

48万円超　　
　　133万円以下

38万円超　　
　　123万円以下

勤労学生 75万円以下 65万円以下

（注）１ 　配偶者特別控除額の算定の基礎となる配偶者の合計所得金
額の区分についても、それぞれ10万円引き上げられていま
す。

　　２ 　上記のほか、家内労働者等の事業所得等の所得計算の特例
について、必要経費に算入する金額の最低保障額が55万円
（改正前：65万円）に引き下げられています。

表３

合計所得金額
基礎控除額

改正後 改正前

2,400万円以下 48万円
38万円

（所得制限なし）2,400万円超 2,450万円以下 32万円

2,450万円超 2,500万円以下 16万円

表２

１　

給
与
所
得
控
除
額
の
改
正

１　

給
与
所
得
控
除
額
の
改
正

６　

寡
婦
控
除
の
見
直
し

６　

寡
婦
控
除
の
見
直
し

７　

ひ
と
り
親
控
除
の
創
設

７　

ひ
と
り
親
控
除
の
創
設

８８  　

ち
ょ
っ
と
だ
け
！

　

ち
ょ
っ
と
だ
け
！

確
定
申
告
に
お
け
る
改
正
点

確
定
申
告
に
お
け
る
改
正
点

５５  　

扶
養
親
族
等
の
合
計
所
得
金

　

扶
養
親
族
等
の
合
計
所
得
金

額
要
件
等
の
改
正

額
要
件
等
の
改
正

２　

基
礎
控
除
の
改
正

２　

基
礎
控
除
の
改
正

３３  　

子
ど
も
・
特
別
障
害
者
等
を

　

子
ど
も
・
特
別
障
害
者
等
を

有
す
る
者
等
の
所
得
金
額
調
整

有
す
る
者
等
の
所
得
金
額
調
整

控
除
の
創
設

控
除
の
創
設  

４４  　

「
給
与
所
得
者
の
基
礎
控
除

　

「
給
与
所
得
者
の
基
礎
控
除

申
告
書
兼
給
与
所
得
者
の
配
偶

申
告
書
兼
給
与
所
得
者
の
配
偶

者
控
除
等
申
告
書
兼
所
得
金
額

者
控
除
等
申
告
書
兼
所
得
金
額

調
整
控
除
申
告
書
」
の
創
設

調
整
控
除
申
告
書
」
の
創
設

〔改正後〕
同一生計の子有

かつ
所得500万円以下

かつ
事実婚無

所得500万円以下
かつ
事実婚無

事実婚無

（注）

〔改正前〕
ひとり親 〈控除額〉

35万円
（年末調整時の申告）

必要

非該当 〈控除額〉
０円

（年末調整時の申告）

不要

寡　婦
〈控除額〉
27万円

（年末調整時の申告）

不要

非該当 〈控除額〉
０円

（年末調整時の申告）

必要

ひとり親 〈控除額〉
35万円

（年末調整時の申告）

不要

〔　　　  〕
未婚のひとり親 （控除額）

０円 非該当

非該当

非該当

該当

該当

該当

寡婦（夫）、特別の　
寡婦に該当しない人

寡　婦
（特別の寡婦を除く）

寡　夫

特別の寡婦

（控除額）
27万円
（控除額）
27万円
（控除額）
35万円

表４　改正前後の控除に係る適用判定のフロー図

（注 ）改正前の「寡婦（特別の寡婦を除く）」に該当する方が、上記適用判定の結果、「寡婦」に該当
する場合において、その人と生計を一にする子を有するときは、「ひとり親」（控除額：35万円）
に該当し、年末調整の際にその異動内容について申告する必要があります。


